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～はじめてのながなわしゅうかい～ 

 

わたしは、なわをまわす人になりたくて、なわをまわす人になりました。ながなわしゅうかいの日、きんちょう

しました。どうしてかというと、ずっとまわせるか しんぱいだったからです。さいしょは手がいたくありませんで

した。どんどん手がいたくなって、たいへんでした。でも、まわすのは たのしかったです。さいこうきろく７９か

いとべて うれしかったです。                           

 

ぼくは、さいしょ、ながなわがちょっとしかとべなかったけど、たいいくのときに、どんどんとべるようになり

ました。しゅうかいの日、さいしょは どきどきしたけど、１かいとんだら たのしくなってきました。１かいひっ

かかったけど、がんばりました。さいこうきろくの７９かいをとべて、うれしかったし、たのしかったです。２年

生はれんぞくとびが はやくできていました。ぼくも そうなりたいです。      

 

 

～力を合わせてがんばったよ！長なわ週間～ 

 
 長なわのれんしゅうで、れんぞくとびを思いきってやりました。すると、できました。もう一どやると、またで

きました。うれしかったです。                           

 長なわしゅう会のためにれんしゅうをたくさんして、１１９回だったのが１４９回になりました。しゅう会でほ

とんどみんながれんぞくとびできてよかったです。                 

 

 長なわの集会で、２年生の中で１位になりました。みんなでれんしゅうしたかいがありました。うれしかったで

す。３年生になっていも１いになりたいです。                                

 わたしのクラスは学年１位でした。１７８回のしんきろくを出しました。一人ひとりのがんばりでしんきろくが

出たんだなと思いました。コツはりょう足じゃなくて、かた足でとぶことです。理ゆうはかた足でとぶほうがうし

ろの人がひっかからないからです。                         
                                     

 

～七輪体験 かわる私たちのくらし ～                                           
 

ぼくは、この七輪体けんで、気がついたことがあります。それは、今の電化せい品の電子レンジやオーブント

ースターとちがって、七輪のほうがやいた色が茶色っぽくて、こうばしいかおりがしたことです。とてもびっく

りしました。感じたことは、時間がたつごとにおもちがやけるのがわくわくして、おもちが大きくふくらむのが

おもしろかったです。                           

  
ぼくは、昔の人は大変だったんだなと思いました。なぜなら、炭を小さくしたり木のえだや葉っぱを集めたりう

ちわで長い時間あおぎ続けるからです。今はいつもオーブンや電子レンジでかんたんにやけちゃうから七輪やかま

でごはんをつくっていた昔の人は、ごはんをつくるだけでも一苦ろうだったことがこの体けんでよくわかりました。 
 

 
 
 

 

                         ～長縄集会を終えて～ 

 

ぼくは、長縄でまわす役として二つの大切なことに気づきました。一つ目は「協力」です。まわす時に、リズム

がバラバラだったのですが、まわす相手と協力しながら練習することで、リズムよく回せました。二つ目は「助け」

です。とぶのが苦手な人がいた時に、とばせてあげるように助けるのもまわす人の仕事です。だれもがとびやすい

ようにしたことで回数がふえ、仲を深めることができました。これからも、学校生活でどんどん協力したり助けた

りして、クラスの友達と仲よくしていきたいです。                  

 

 わたしは、最初にできなかった連続とびが、練習を続けることでできるようになりました。また、練習のときに

リズムをのがしてしまうことがあったけれど、本番では、リズムをのがさずとべたので、達成感をえることができ

ました。今回、みんなとも協力できたので、この経験を生かし、またさらに上をめざしたいです。 

                                         

 

      ～「私の好きな冬～清少納言の枕草子」を学習して～ 

 

冬は雪合戦。 

雪が落ちていると拾ってみんなと雪合戦をする。手ぶくろがないと冷たいが、みんなで遊ぶと寒さが消

えてゆく。心も気持ちよくなるのがよい。                    

  

冬は雪景色。 

雪が降ると一面真っ白になり、いつもの景色にお化粧をしたようにキラキラかがやき、いつもとちがう風

景を楽しめるのが良い。                             

 

              

 ～「春を待つ冬」季節の言葉～ 

国語の学習で、季節の言葉を学びました。「大寒」を過ぎ、冬の寒さを実感している子ども達。学習した季節 

の言葉を用いて、思い思いに詩に表現してみました。 

 

大雪は 雪も激しくふり始め かまくらの中 光ともる時             

                                         

  小雪に 不満をかかえた子供達 雪はまだかと 空を見上げる           

                                         

  大寒の 寒さ乗りこえ 春がくる                        

                          

 

～今年の目標～ 

わたしは、なわとびを５０回とべるようにがんばりたいです。５年生のときは、１０回とぶことができまし

た。６年生ではもっととべるようになりたいです。                  

 

今年のめあては、みのまわりをきれいにすることです。手をきちんとあらったり、もちものをじょうずにまとめ

たりしたいです。                                     
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